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自己切断の時代における回帰のメルクマール

或は、 姿を消した種族の抜け殻

–地理多様性の保存と、 身体と世界の再物質化をもたらすもの–
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何らかへと回帰するための

巡礼行為のプロトタイプ

地理多様性を尊重する 設計「内的にも外的にも

押しつぶされそうになる感覚」

　P ・ヴィリリオは 1945 年の夏、 第二次世界大戦の際に構築された海岸防衛線に

打ち捨てられたままとなっていたコンクリート塊のブンカーに遭遇する。 そして、 そ

の塊との一瞬の対峙のうちに、 「内的にも外的にも押しつぶされそうになる感覚」

を感じとったという。 その内部には砂丘の砂が侵入し、 居場所の狭さは床を覆う砂

の厚さによってさらに強調されていたのであった。 その空間は通常の運動、 身体

の現実的な可動のためにはあまりにも小さく、 それは建物全体がずっしりと身体に

覆い被さるかの様な重さを与えてもいた。 それ故、 体験するものを半痙攣の状態

によって身動きがとれなくさせる傾向にあると語る。 こうしたブンカーとの遭遇を振り

返り、 彼はこのコンクリート塊と埋葬のアーキタイプとの相似性に思いを巡らせる。

この息苦しさは彼が指摘する原型的建築特有のものであり、 生と死の緊張と不安

の両義性がそこに凝縮されて経験されるかのようである。 また、 トート機関により建

築されたブンカーには女性の名が付けられたという。 バルバラやカローラなど、 そ

れは避難場所としての胎内回帰願望的欲求を示唆させるものであった。 空間の性

質や外形的特徴を含め、 信仰上での胎内めぐりといったところであろうか。

　この発見は、 彼の研究の基盤を形成してゆくこととなる。 つまり、ヴィリリオが２１

世紀に始まると唱える速度世界がもたらす 「大監禁 （フーコー）」 の時代、身体 （感

覚） が拘禁された時代において、 ブンカーのみが地理の死滅をもたらす様々な驚

異から我々を掩護できる唯一の構造体であると。

2　ブンカーとの遭遇

　フランスの思想家 P ・ヴィリリオは、 現代という速度世界の革新のもとで地理の死滅という

身体と世界との間を媒介する地平の喪失を訴え、 危惧の念を示す。 物質世界はスムーズ

な運動を生産するヴァーチャルな機能平面上の世界に置き換えられ、 それにより我々の身

体は浮遊を象徴する亡霊かのように都市を彷徨する。 生活はこの機能平面上で即物的な

対象となり、 本来の生活様態は解体される。 我々は、 非物質的で幽霊的な現前のため

に物質世界が凋落する瞬間を無視しえないであろう。 ここに固有の身体の喪失をみるヴィ

リリオは、 触覚の回復、 歩行、 アルピニズムの感触を再び見出す必要性に駆られる。 そ

して、 それらの回復は物理への回帰であり、 何らかの物質の回帰の印であり、 身体と世

界の再物質化であるとしている。 住むとは、 あるいは建築と対峙するとはどのようなことで

あっただろうか。 また、 こうした我々の生の希薄化、 想像力との乖離を敏感に感じとるも

のは都市の中を彷徨い、 そしてどこへたどり着くのであろうか。

　ここに、ヴィリリオのブンカー体験に基づき、 「何らかへと回帰するための巡礼行為のプロ

トタイプ」 の生成及び、 ブンカー研究に基づくアーキタイプの抽出 ・ 更新を行ない、 足を

持たぬ者の帰還の場所、 身体の回復の場所として、 散歩者 ・ 彷徨者 ・ 巡礼者が目指す

都市郊外の異他なる場所、 または辺境における象徴的な空間装置を計画する。 また、

環境モデルにおける地理多様性、 植物学からの着想とヴィリリオ哲学が提言する建築構造

的に推奨されるブンカーというシェルター、 またはそこから類推される地下墳墓など埋葬の

アーキタイプ的構造を併せ持つ、 種子銀行を用途の要とした植物学と保存 （仮死状態）

にまつわる風景保全施設の提案をおこなう。

1　概要

　要塞は単に攻撃不可能なものとして描かれているだけではない。 力に満

ちたもの、 光を放つものとしても描かれている。 要塞は遠く紙片の端を乗

り越え、 はるかな未知のものへと力を及ぼす。 自分自身の生活は高々と

のこぎり壁で護られ、 ふちどられていた。 しかし、 眺望の為にはいつでも

そこに登ることができた。 この狭い場所と美しい異郷との結びつきは後々

までも消えることがない。

希望の原理 , 隠れ場と美しい異郷

エルンスト ・ ブロッホ
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　内的圧迫感の手掛りのひとつに胎内回帰性という人間の普遍的

な回帰願望を挙げることが出来る。 宗教学者の植島啓司氏は著

書 『聖地の想像力』 の中で、 聖地が位置する場所に多い特徴

として、 高度 800〜1200m の地点を挙げているが、 これは、 母

胎内部で胎児が感じる気圧との近似値であることに関係していると

する。 また、 信仰の対象となる土地は、 海に近接している場所

に多いと指摘しているが、 これは此岸から彼岸へと繋がる地との

解釈が可能であろう。 近い場所というのは、 実際に潮の香りがす

る程に近いという意味もあるだろうが、 地質学的に海であった場

所や、 海を臨むことが可能であった場所であるということも言うこと

が可能であるだろう。 それは胎内から胎外を暗示し、 そして、 海

とは正に原点への回帰を意味する象徴でもあるのだ。

　外的圧迫感は建築構造的にマッスとしての特徴を挙げることが出来そう

である。 その重量感や厚みは、 内部の圧力とも比喩的に関係づけること

が可能であろう。 また、 ブンカーの特徴として、 監視室や銃眼を持つ眼

としての壁を挙げられるが、 内部から外を覗くという行為は、 マスタバや

エトルリアの墓所のように、 内部に異界を形成し、 異界の住人のために

窓を設けることと直接的に近似しているように思われる。 つまり、 そこに対

峙するということは一つには死を意味し、 一つには異界との接近を意味

するということであった。

　ブンカーの流線型や傾斜壁によるフォルムは、 土地に対しての擬態や

隠蔽性、 または攻撃の衝撃の力を受けながすというような力学的な思慮

が働ている。 しかし、 そうした合理的な配慮はブンカーに女性名を付け

たという史実においても想像できるように、 象徴的な意味を図らずも孕ん

でいたのであった。 それは、ヴィリリオの指摘する 「囲い込みのシンボル」

でもあるだろう。
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「私の存在は世界のそれからもはや切

り離されることはないであろう」

「原郷世界とは人々が本来

そこにあるべきはずの世界である」

「塔は私にとって成熟の場所となった。

その中で再び、 ありのままの自分にな

れる母の姿だったのである」

「自分の一生はどうやら、 このなにかを求

めて足をうごかしていることの連続のよう

な気がしないでもなかった。」

「はじめて完全なものとなる 「生」 を、 一

面に溢れきらめかせているあのラスコーの

画像。」

「内的にも外的にも押し

つぶされそうになる」
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沖島

　 ・ 湖に浮かぶ国内唯一の有人島

　 ・ 古くは漁業と共に石材業が盛んであったが、 時代と共に衰退し、 現在は写真のように石切場跡に畑が形成さ

　　れ、 町のコミュニティを新たに形成している。

鳥取砂丘
砂丘地特有の動植物を有し、 四季の変化によってその風景は変動しやすい

　 ・ 砂丘と海との境界を持つ

　 ・ 歩行の困難性

　 ・ オアシスを形成

　 ・ 植生と風景の問題を昔から抱えている

尾瀬沼

高層にある唯一の沼である

　 ・ 冬季には水面が凍る

　 ・ 周囲には湿原地帯が形成されている

　 ・ 尾瀬特有の植物が多く原生し、 外部から種子が持ち込まれないよう注意

固有の植生を形成し、 国内で最も高層に位置する






